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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第32期

第３四半期連結
累計期間

第33期
第３四半期連結
累計期間

第32期
第３四半期連結
会計期間

第33期
第３四半期連結
会計期間

第32期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 990,667 745,347 341,099 252,7651,317,681

経常損失 (千円) 262,395 109,142 58,241 25,569 317,552

四半期(当期)純損失 (千円) 278,039 143,566 64,317 30,512 340,652

純資産額 (千円) ― ― 923,476 713,398 858,354

総資産額 (千円) ― ― 1,445,4031,336,0861,429,184

１株当たり純資産額 (円) ― ― 152.05 117.46 141.33

１株当たり四半期
(当期)純損失金額

(円) 47.45 23.64 10.59 5.02 57.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 63.9 53.4 60.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △150,704△52,281 ― ― △194,004

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 29,714 41,318 ― ― 26,303

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 87,400 92,982 ― ― 157,234

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 142,252 247,393 165,374

従業員数
〔外、平均臨時雇用者数〕
（外、平均業務委託販売員
数）

(名) ― ―
91

〔29〕
（６）

55
〔24〕
（２）

81
〔31〕
（６）

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名)
55
〔24〕
（２）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は〔　〕内に、業務委託販売員数は（　）内に当第３四半期連結会計期間

の平均人員を外書きで記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名)
46
〔23〕
（２）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は〔　〕内に、業務委託販売員数は（　）内に当第３四半期会計期間の平

均人員を外書きで記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当社グループは、室内装飾品の販売を主な事業内容とし、カーテンを中心に販売を行っているため、事

業の種類別セグメントごとの記載は行っておりません。

事業の種類別セグメントの仕入実績に代えて、当第３四半期連結会計期間における商品区分別の仕入

実績を記載すると次のとおりであります。
　

区分

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

金額(千円) 前年同四半期比(％)

生地 　 58,830 83.8

縫製品 　 27,964 74.5

その他 　 22,277 69.0

合計 109,073 77.9

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　生地仕入金額は、他勘定振替前の金額であります。

３　生地仕入金額は、加工所に対する有償支給高を控除した金額となっており、生地仕入（有償支給高を含む）に

つきましては、約48.8％が輸入品であります。なお、当第３四半期連結会計期間における輸入の国別構成比は

次のとおりであります。
　

国名
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

ベルギー （％） 30.0

トルコ （％） 22.7

タイ （％） 14.7

ドイツ （％） 12.5

インド （％） 8.6

フランス （％） 6.3

イタリア （％） 4.3

その他 （％） 0.9

　　　合計 （％） 100.0

　

(2) 販売実績

当社グループは、室内装飾品の販売を主な事業内容とし、カーテンを中心に販売を行っているため、事

業の種類別セグメントごとの記載は行っておりません。

事業の種類別セグメントの販売実績に代えて、当第３四半期連結会計期間における商品区分別の販売

実績を記載すると次のとおりであります。
　

区分

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

金額(千円) 前年同四半期比(％)

生地 　 82,120 75.9

縫製品 　 126,911 76.1

その他 　 43,733 66.0

合計 252,765 74.1

(注) １　上記金額には消費税等は含まれておりません。

２　主要顧客（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。
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２ 【事業等のリスク】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1)市場の動向に関するもの

カーテンは住宅の新設時に販売することが多い為、新設住宅着工戸数が低く推移することは当社グ

ループの業績に重大な影響を及ぼします。

　

(2)為替レートの変動

当社グループでは生地仕入のおよそ半分を輸入しており、大半がユーロでの決済となっております。円

安は仕入コストの増加に繋がり、当社グループの業績に悪影響を及ぼします。

　

(3)原油価格の変動

原油価格の上昇は仕入コストに反映される為、当社グループの業績に悪影響を及ぼします。

　

(4)当社株式の上場時価総額について

当社株式は、平成21年10月の月間平均上場時価総額が３億円未満となりました。ジャスダック証券取引

所株券上場廃止基準第２条第１項第３号（上場時価総額）では、９ヶ月（事業の現状、今後の展開、事業

計画の改善その他ジャスダック証券取引所が必要と認める事項を記載した書面を３ヶ月以内にジャス

ダック証券取引所に提出しない場合にあっては、３ヶ月）以内に、毎月の月間平均上場時価総額及び月末

上場時価総額が所要額以上にならない時は、上場廃止になる旨が規定されております。

なお、当社は平成22年１月18日に、ジャスダック証券取引所が必要と認める事項を記載した書面「当社

株式の時価総額、事業の現状及び今後の展開等について」をジャスダック証券取引所に提出しておりま

す。

　

(5)提出会社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状

況その他提出会社の経営に重要な影響を及ぼす事象

当社グループは、前連結会計年度までの４連結会計年度において、重要な営業損失を計上しておりまし

た。当第３四半期連結会計期間においては、前年同四半期に比べて大幅に改善したものの営業損失を計上

しております。

　これにより、当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせ

るような事象又は状況その他会社の経営に重要な影響を及ぼす事象が存在しております。 

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

１．提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、輸出や生産に一部回復基調が見られるものの、雇

用環境の悪化や個人消費の低迷から、景気は依然として厳しい状況が続いております。

当カーテン業界におきましても、カーテン市場に影響を及ぼします新設住宅着工総戸数が大幅に減

少しており、大変厳しい経営環境となりました。

このような状況の下、当社グループは、売上比重の高い重点得意先を中心に営業活動を実施するとと

もに、商品面におきましては、平成21年８月に「インハウス」の新柄を追加発表いたしました。新設住

宅着工総戸数の大幅減少の影響が大きく、売上高は減少しましたが、販売費及び一般管理費の削減に努

め、営業損失および経常損失は、前年同四半期に比べ大幅に縮小いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は前年同四半期比25.9％減の252百万円、営業損失

は24百万円（前年同四半期は59百万円の営業損失）、経常損失は25百万円（前年同四半期は58百万円

の経常損失）、四半期純損失は30百万円（前年同四半期は64百万円の四半期純損失）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ32百万円減少して695百万円となりました。これは、現金及び預

金が82百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が71百万円減少、商品及び製品が38百万円減少した

ことなどによります。固定資産は、61百万円減少して640百万円となりました。これは、差入保証金が46

百万円減少、建物及び構築物（純額）が９百万円減少したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ93百万円減少し、1,336百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ19百万円増加して481百万円となりました。これは、支払手形及

び買掛金が31百万円減少、未払法人税等が４百万円減少したものの、短期借入金が50百万円増加、１年

内返済予定の長期借入金が７百万円増加したことなどによります。固定負債は、32百万円増加して141

百万円となりました。これは、長期借入金が35百万円増加したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ51百万円増加し、622百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ144百万円減少し、713百万円となりました。これは、四半期純

損失が143百万円となったことなどによります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間における「営業活動によるキャッシュ・フロー」は１百万円の支出、

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は３百万円の収入、「財務活動によるキャッシュ・フロー」

は３百万円の支出となり、「現金及び現金同等物の第３四半期末残高」は前年同四半期連結会計期間

末に比べ105百万円増加し、247百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間に

比べ18百万円減少し、１百万円の支出となりました。主な収入は、たな卸資産の減少による９百万円、減

価償却費６百万円、支出は、税金等調整前四半期純損失27百万円であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間に

比べ２百万円減少し、３百万円の収入となりました。主な収入は、その他の収入（差入保証金）４百万

円であります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間に

比べ３百万円減少し、３百万円の支出となりました。主な支出は、長期借入金の返済による支出３百万

円であります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

２．事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改

善するための対応策

　

事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又

は改善するための対応策について、平成21年８月に新柄を追加発表しましたブランド「インハウス」

は好評を得ていることより、一層販売に注力するとともに、大手住宅メーカーの推奨ブランドとして

「インハウス」が決定したことにより、更なる売上高の拡大を図ってまいります。

また、平成21年９月に外部のコンサルタント会社と契約を結び、事業再建に取り組む「リバース（生

まれ変わる）プロジェクト」を発足いたしました。このプロジェクトは、①営業戦略の再構築、②ブラ

ンドの再定義、③営業組織力の強化、④経営管理方法の見直し、⑤販売管理費の更なる圧縮などをテー

マに掲げ、当社の問題点を明らかにした上で、早期営業黒字化と継続的安定成長の実現に向けて再建施

策を立案し、確実に実行していくことを目的としております。 
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,000,000

計 13,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,074,150 6,074,150
ジャスダック証券
取引所

単元株式数は1,000株で
あります。

計 6,074,150 6,074,150― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 6,074 ― 737,407 ― 50,703

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) ─ ― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式
6,071,000

6,071 単元株式数は1,000株であります。

単元未満株式
普通株式
3,150

― ─

発行済株式総数 6,074,150 ― ―

総株主の議決権 ― 6,071 ―

(注)「単元未満株式」の欄には、自己株式800株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 ― ─ ─ ─ ─

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　10月 11月 12月

最高(円) 72 66 76 96 67 62 55 49 45

最低(円) 49 52 54 59 59 48 45 43 38

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第３四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月

１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人コスモスにより四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 247,393 165,374

受取手形及び売掛金 ※３
 152,504 223,812

商品及び製品 270,856 309,219

原材料及び貯蔵品 13,633 14,449

その他 11,736 15,379

貸倒引当金 △999 △1,043

流動資産合計 695,124 727,191

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 234,147 243,475

機械装置及び運搬具（純額） 0 0

土地 ※１
 289,500 289,500

その他（純額） 892 0

有形固定資産合計 ※２
 524,540

※２
 532,976

無形固定資産

ソフトウエア 1,763 －

無形固定資産合計 1,763 －

投資その他の資産

投資有価証券 33,019 36,537

長期貸付金 7,500 15,000

差入保証金 67,397 113,907

その他 14,043 7,974

貸倒引当金 △7,302 △4,403

投資その他の資産合計 114,658 169,016

固定資産合計 640,962 701,992

資産合計 1,336,086 1,429,184
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 77,164 108,758

短期借入金 340,000 290,000

1年内返済予定の長期借入金 15,132 7,992

未払法人税等 8,360 12,916

未払消費税等 3,994 1,778

賞与引当金 － 2,170

その他 36,884 38,748

流動負債合計 481,535 462,363

固定負債

長期借入金 107,684 71,842

繰延税金負債 － 2,129

退職給付引当金 25,444 23,771

役員退職慰労引当金 5,324 5,324

その他 2,700 5,400

固定負債合計 141,152 108,466

負債合計 622,687 570,829

純資産の部

株主資本

資本金 737,407 737,407

資本剰余金 50,703 391,359

利益剰余金 △74,507 △271,595

自己株式 △217 △217

株主資本合計 713,386 856,953

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 12 1,401

評価・換算差額等合計 12 1,401

純資産合計 713,398 858,354

負債純資産合計 1,336,086 1,429,184
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 990,667 745,347

売上原価 433,851 334,936

売上総利益 556,816 410,410

販売費及び一般管理費

給料及び手当 300,234 200,835

賞与 5,285 －

賞与引当金繰入額 4,586 －

退職給付費用 5,313 4,267

業務委託費 40,394 22,743

賃借料 81,275 56,325

減価償却費 18,404 17,038

貸倒引当金繰入額 1,979 2,945

その他 356,575 213,174

販売費及び一般管理費合計 814,049 517,330

営業損失（△） △257,233 △106,919

営業外収益

為替差益 4,597 978

受取賃貸料 6,917 6,299

その他 3,269 3,626

営業外収益合計 14,783 10,905

営業外費用

支払利息 4,079 5,208

売上割引 1,046 172

賃貸収入原価 6,876 6,299

デリバティブ評価損 1,399 －

資本・業務提携関連費用 6,543 －

その他 － 1,447

営業外費用合計 19,945 13,127

経常損失（△） △262,395 △109,142

特別利益

投資有価証券売却益 740 －

保険積立金解約益 741 －

その他 441 －

特別利益合計 1,923 －

特別損失

投資有価証券評価損 1,501 －

会員権売却損 2,000 －

退店店舗の現状復帰費用 966 8,000

事務所移転費用 3,945 15,015

割増退職金 － 3,211

その他 157 0

特別損失合計 8,569 26,227

税金等調整前四半期純損失（△） △269,041 △135,369

法人税、住民税及び事業税 8,997 8,197

法人税等合計 8,997 8,197

四半期純損失（△） △278,039 △143,566
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 341,099 252,765

売上原価 161,179 110,702

売上総利益 179,920 142,062

販売費及び一般管理費

給料及び手当 94,390 62,340

賞与 2,500 －

賞与引当金繰入額 2,086 －

退職給付費用 1,447 1,170

業務委託費 12,869 5,886

賃借料 24,820 14,919

減価償却費 6,468 6,062

貸倒引当金繰入額 112 1,508

その他 94,590 74,250

販売費及び一般管理費合計 239,287 166,139

営業損失（△） △59,367 △24,076

営業外収益

為替差益 1,908 459

受取賃貸料 2,396 2,100

その他 840 677

営業外収益合計 5,145 3,236

営業外費用

支払利息 1,283 1,900

売上割引 352 67

賃貸収入原価 2,383 2,099

その他 － 661

営業外費用合計 4,019 4,729

経常損失（△） △58,241 △25,569

特別利益

保険積立金解約益 741 －

その他 180 －

特別利益合計 922 －

特別損失

投資有価証券評価損 1,501 －

会員権売却損 2,000 －

事務所移転費用 512 2,213

その他 － 0

特別損失合計 4,014 2,213

税金等調整前四半期純損失（△） △61,332 △27,782

法人税、住民税及び事業税 2,984 2,730

法人税等合計 2,984 2,730

四半期純損失（△） △64,317 △30,512
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △269,041 △135,369

減価償却費 18,404 17,038

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,357 2,855

賞与引当金の増減額（△は減少） △413 △2,170

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,454 1,673

受取利息及び受取配当金 △1,675 △1,170

支払利息及び社債利息 4,079 5,208

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △740 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,501 －

売上債権の増減額（△は増加） 117,403 73,502

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,890 39,179

仕入債務の増減額（△は減少） △30,237 △31,594

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,985 2,216

その他の資産の増減額（△は増加） 11,771 657

その他の負債の増減額（△は減少） △14,139 △7,337

その他 △296 110

小計 △188,448 △35,201

利息及び配当金の受取額 1,609 1,202

利息の支払額 △3,457 △5,288

保険積立金の解約による収入 52,871 －

法人税等の支払額 △13,279 △12,994

営業活動によるキャッシュ・フロー △150,704 △52,281

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,094 △8,148

無形固定資産の取得による支出 △1,107 △2,035

投資有価証券の売却による収入 1,500 －

貸付金の回収による収入 － 7,500

その他の収入 35,112 56,250

その他の支出 △1,696 △12,248

投資活動によるキャッシュ・フロー 29,714 41,318

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000 50,000

短期借入金の返済による支出 △125,000 －

長期借入れによる収入 － 50,000

長期借入金の返済による支出 － △7,018

株式の発行による収入 162,400 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 87,400 92,982

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △33,589 82,018

現金及び現金同等物の期首残高 175,841 165,374

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 142,252

※１
 247,393
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

経過勘定項目の算定方法
固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法による概算額で計上する
方法によっております。
 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　担保資産
担保に供されている資産について、事業の運営
において重要なものであり、かつ、前連結会計年
度の末日に比べて著しい変動が認められるもの

建物 228,226千円

土地 289,500千円

 

―――――――

※２　有形固定資産の減価償却累計額
786,835千円

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額
802,407千円

 

※３　連結会計期間末日満期手形
四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理
については、手形交換日をもって決済処理してお
ります。なお、当第３四半期連結会計期間末日が
金融機関の休日であったため、次の四半期連結会
計期間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残
高に含まれております。

受取手形 425千円

 

―――――――

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係（平成20年12月31日現在）

現金及び預金 142,252千円

現金及び現金同等物 142,252千円

※１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係（平成21年12月31日現在）

現金及び預金 247,393千円

現金及び現金同等物 247,393千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,074,150

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 800

　

３　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)

当社グループは室内装飾品の販売を主な事業内容とし、同一セグメントに属するカーテンを中心とし

た販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

当社グループは室内装飾品の販売を主な事業内容とし、同一セグメントに属するカーテンを中心とし

た販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)

当社グループは本邦以外の国、又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はあ

りません。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至　平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

当社グループは本邦以外の国、又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はあ

りません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)

当社グループは海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

当社グループは海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 117.46円
　

　 　

　 141.33円
　

　

２  １株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 47.45円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

１株当たり四半期純損失金額 23.64円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 278,039 143,566

普通株式に係る四半期純損失(千円) 278,039 143,566

普通株式の期中平均株式数(株) 5,859,277 6,073,350

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 10.59円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

１株当たり四半期純損失金額 5.02円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 64,317 30,512

普通株式に係る四半期純損失(千円) 64,317 30,512

普通株式の期中平均株式数(株) 6,073,350 6,073,350

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月16日
　

五洋インテックス株式会社

　 　　取　締　役　会　　　御　中

　

監査法人　トーマツ

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　岸　　澤　　 　　修　　㊞

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　川　　　 　薫　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている五洋

インテックス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平

成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、五洋インテックス株式会社及び連結子会社の

平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

会社は継続企業の前提に関する注記に記載のとおり、前連結会計年度までに引続き、当第３四半期連結累計

期間においても257,233千円の営業損失を計上し、加えて営業活動によるキャッシュ・フローについても前連

結会計年度までに引続き、当第３四半期連結累計期間においても150,704千円のマイナスとなっている状況に

あり、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記

載されている。四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響

を四半期連結財務諸表には反映していない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

※　 １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月３日
　

五洋インテックス株式会社

　 　　取　締　役　会　　　御　中

　

監査法人　コスモス

　

代 表 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　太　田　　修　二　　　㊞

　

代 表 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　新　開　　智　之　　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている五洋

インテックス株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、五洋インテックス株式会社及び連結子会社の

平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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